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市 長 定 例 記 者 会 見

平成２７年１２月２４日（木) 午前１０時

１．鹿児島市セーフコミュニティの認証           １Ｐ

２．オーストラリア「ドリームワールド」との動物交換      ２Ｐ

３．谷山地区連続立体交差事業高架開業及び           ３Ｐ

  「谷山駅・慈眼寺駅」駅舎落成

４．桜島火山爆発総合防災訓練                 ５Ｐ

５．主なイベント等                    別冊

                    

                       

報道提供資料

人・まち・みどり みんなで創る

“豊かさ”実感都市・かごしま

鹿 児 島 市

はしのえみ氏への鹿児島市ふるさと

大使の委嘱 (２月３日)

都市農村交流センターお茶の里オー

プン (３月２０日)

上荒田の杜公園オープン(４月１７日)

市立病院移転開院(５月１日)

コミュニティサイクル「かごりん」

スタート(３月１日)

赤﨑勇氏への鹿児島市民栄誉賞の授与

(６月２５日)

ナポリ市との姉妹都市盟約 55 周年に

伴う記念訪問 (８月５日)

第 30回国民文化祭・かごしま2015

の開催 (１０月３１日～１１月１５日))

稲盛和夫氏への市民栄誉賞の授与

(1１月１６日)

「明治日本の産業革命遺産」世界文

化遺産に登録決定 (７月５日)
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世界基準の安心安全都市を目指し、交通安全や防災・災害対策など７つの分野において取組を進めてきた

セーフコミュニティについて、認証内定をいただいたことから認証式を開催する。

１．期 日

平成２８年１月２９日（金）

２．内 容

(1) 認証式典

① 時 間  １４時３０分～１７時

② 場 所  城山観光ホテル ５階「ルビーホール飛天」

③ 内 容  ・ 本市のセーフコミュニティ取組紹介

・ 認証審査員による記念講演

・ 合意書署名式

・ 認証報告

・ 認証盾・認証旗の授与  ほか

※同時開催：セーフコミュニティ取組自治体パネル展

  ④ 一般参加者の募集

   ・ 期 間  １月４日（月）～２０日（水）

   ・ 定 員  ２００人

   ・ その他  詳細は市民のひろば１月号などで広報

(2) 認証祝賀会

① 時 間  １７時３０分～１９時

② 場 所  城山観光ホテル ３階「サファイアホール飛鳥」

        ※国内のセーフコミュニティ取組自治体も出席予定

３．審査員

  国際セーフコミュニティ認証センター公認認証審査員

・ 台湾セーフコミュニティ支援センター長 白 璐（パイ ル）氏

・ 国際セーフコミュニティ認証センタージェネラルマネージャー グールドブランド シェーンボリ氏

※同行者：日本セーフコミュニティ推進機構 代表理事 白石 陽子 氏

１．鹿児島市セーフコミュニティの認証

■ 問い合わせ

安心安全課

０９９－２１６－１２０９

セーフコミュニティロゴ



2

１１月２日に誕生したホワイトタイガーの赤ちゃんとオーストラリアの「ドリームワールド」のコアラと

の動物交換を行うこととする。

１．目 的

日本国内におけるコアラの種の保存推進や、ドリームワールドと平川動物公園の飼育技術等の連携強化

を図るため。

２．交換内容

平川動物公園    ホワイトタイガー２頭

ドリームワールド  コアラ３頭

３．交換の時期

  ホワイトタイガー  １月下旬ごろ

  コアラ       ５年以内

１１月に生まれたホワイトタイガーの赤ちゃん昨年平川動物公園に導入したコアラ

（ブランディ）

■ 問い合わせ

平川動物公園

０９９－２６１－２３２６

【参考】
■コアラ

・昭和５９年１０月２５日の来園（３１年前）

オス２頭（ネムネム、ハヤト）

・昭和６０年５月１４日の来園（３０年前）

メス４頭（サクラ、ミナミ、スクスク、ユカリ）

・平成２６年１０月２日の来園（昨年）

オス２頭（ブンダ、フランク）

メス１頭（ブランディ）

・平成２７年１１月３０日現在のコアラの飼育頭

数はオス４頭、メス６頭の計１０頭

■ホワイトタイガー

・平成２３年５月１９日の来園（４年前）

オス１頭（タイガ）

メス１頭（コハク）

・平成２３年１１月１８日 ２頭誕生

オス１頭（ガク）

メス１頭（コユキ）

・平成２５年５月２４日 ３頭誕生

オス２頭（リク・カイ）

メス１頭（メイ）

・平成２７年１１月２日 ４頭誕生

オス２頭 メス２頭

・平成２７年１１月２６日 オス１頭死亡

・平成２７年１１月３０日現在のホワイトタイ

ガーの飼育頭数はオス４頭 メス４頭の計８頭

２．オーストラリア「ドリームワールド」との動物交換
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中核市による施行で全国初となる本市の谷山地区連続立体交差事業については、来年３月２６日に高架が

開業するとともに、「谷山駅・慈眼寺駅」駅舎が完成する。

これを記念し、谷山駅にて『谷山地区連続立体交差事業高架開業及び「谷山駅・慈眼寺駅」駅舎落成記念

式典』を開催する。

１．概 要

■谷山地区連続立体交差事業

・事業目的   ＪＲ指宿枕崎線の谷山駅付近から慈眼寺駅付近までの約２．７キロメートルを連続し

て高架化することにより、当区間の踏切を除却し、渋滞・事故を解消するなど都市交

通の円滑化と鉄道による地域分断の解消を図る。

・事業主体   鹿児島市

・事業の種類  鹿児島都市計画都市高速鉄道事業 １号九州旅客鉄道株式会社指宿枕崎線

及び名称

・事業延長   工事延長：約３．１キロメートル（中塩屋踏切付近から和田川橋梁付近）

高架化延長：約２．７キロメートル（小松原地下道付近から慈眼寺駅付近）

・事業施行期間 平成１９年度～２９年度

・総事業費   １９５億円

・施工方法   仮線方式（但し、永田川鉄道橋は

別線方式）

・除却される踏切  中村踏切、試験場踏切、

諏訪踏切など１５箇所

・鉄道と立体交差する道路  都市計画道路５路線、

市道１７路線

・関連事業   谷山駅周辺地区土地区画整理事業、

谷山第二地区土地区画整理事業、

都市基盤河川木之下川改修事業

■「谷山駅・慈眼寺駅」駅舎

① 谷山駅

・建築計画  副都心の核にふさわしいボリューム感のある駅舎とするため、プラットホームだけ

でなく、線路も含め全体をフラットな屋根で覆い、駅舎側面にはガラス張りの防風

スクリーンを設置し、景観や採光、桜島の眺望などに配慮した構造。

・バリアフリー対策  エレベーター（１基）、上り専用エスカレーター（１基）

・色彩  茶系を基調

② 慈眼寺駅

・建築計画  天井高を低く抑えてコンパクト化を図り、プラットホームのみをフラットな屋根で

覆い、駅舎側面にはガラス張りの防風スクリーンを設置し、周辺との景観調和や採

光に配慮した構造。

・バリアフリー対策  エレベーター（１基）

・色彩  シルバー系を基調

３．谷山地区連続立体交差事業高架開業及び

「谷山駅・慈眼寺駅」駅舎落成

慈眼寺駅舎完成予想図

谷山地区連続立体交差事業高架

谷山駅舎完成予想図
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２．記念式典

(1) 日 時 平成２８年３月２６日（土）午前９時４０分から１１時０５分まで

(2) 場 所 鹿児島市谷山中央一丁目（谷山駅高架下、谷山駅前暫定広場及び谷山駅ホーム）

(3) 主催者 鹿児島市、九州旅客鉄道株式会社

(4) 内 容  ・オープニングアトラクション（吹奏楽）

        ・主催者挨拶

        ・１日駅長任命式

        ・出発式

        ・「谷山駅」「慈眼寺駅」駅舎落成式 など

３．その他

ＪＲ九州は、平成２８年３月２６日にダイヤ及び運賃改正を実施する予定

■ 問い合わせ

谷山都市整備課

０９９－２６９－２１４１

谷山地区連続立体交差事業全体図
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大正３年 1月１２日の桜島大噴火を教訓に、昭和４６年から開始し、今回で４６回目となる桜島火山爆発

総合防災訓練を実施する。

１．目 的

桜島の爆発・地震等による災害発生に際して防災関係機関が相互に緊密な連携を保ちながら、各種の災

害応急対策が迅速・適切に行われるよう防災体制の実効性について検証・確認を行うとともに、市民・県

民の防災意識の高揚と知識の向上を図るため。

２．日 時  

平成２８年１月１２日（火）８時～１２時

３．テーマ  

「地域の連携による防災力の向上」～住民参加型の訓練～

（サブテーマ「避難体制の再構築を目指して」）

４．会 場

桜島溶岩グラウンドなど

５．参加予定団体・参加人数

１５６団体・約４，５００人

６．訓練内容

桜島フェリーによる島外避難訓練（武港・長谷港）、避難広報訓練、避難（誘導）訓練、避難所運営訓練、

炊飯支援訓練、など６８種目

（特徴）

  ①８月の対応を踏まえた訓練の実施

   ア 外国語による防災行政無線での避難情報の放送

外国人観光客等への対応として、桜島を訪れる外国人を含む観光客等に向けて、防災行政無線放

送で、避難勧告や避難指示等の防災情報を、日本語、英語、中国語及び韓国語で行う。（昨年度は日

本語と英語のみ）

   イ 観光施設等への対応訓練  

   ウ ペット避難対応訓練        など

②セーフコミュニティの取組

今回の訓練では、セーフコミュニティによる取組をモデル地区（高免町）から拡大して、武町内会

及び赤生原町内会において、避難手順書に従って避難を実施するとともに、避難用家族カードの提出

の徹底による住民の避難状況の把握を行うほか、要支援者の避難支援等を実施。

③津波避難訓練（市街地）

津波を想定して、喜入地区で自主防災会や小学校などを対象にした津波避難訓練を実施。

７．主 催  

鹿児島市、鹿児島県

■ 問い合わせ

危機管理課

０９９－２１６－１２１３

平成２６年度 桜島火山爆発総合

防災訓練の島外避難訓練の様子

４．平成２７年度桜島火山爆発総合防災訓練


